
漢語動詞の受身文に関 して

一日韓対照の立場から‐一

千 英子

1.は じめに

日本語と韓国語における受身文の対照研究はその形態 。構文 。意味・動詞

に関する制約など様々な角度から研究されており、両言語の類似点と相違点

は数多く指摘されている。その中で、動詞に関する制約の視点からの研究と

いえば、そのほとんどが一般動詞による受身文の研究である。しかし、日韓

両言語はともに漢語系動詞が多く、実際漢語動詞の受身文が多用されている。

そこで、本稿では日韓両言語の対照研究の一環として両言語の漢語動詞の

受身文について考察する。研究方法として、日本語の文学作品を対象とし、

実際に使われている例文に基づいて、日本語の漢語動詞受身文がどのように

韓国語に訳されるかを調査する。その中で、特に日本語の漢語動詞の受身文

が韓国語では[doeda](1)被 動文で②表わす表現となる実例を中心に取り上げ、

漢語動詞の性質と意味的特性に焦点をあてて、日本語のどのような漢語動詞

が韓国語の[doeda]被動文として表されているのか、ということについて考

察することを目的とする。

2.先行研究

柴 (1986)は韓国人には受動態の概念が希薄だと指摘 している。その主な

理由として、韓国語には本来動作の方向性の違いを表す受動態が、一定の文

法的形式として存在 しないということが挙げられている。それでは日本語と

韓国語の両言語の受身文がどのように異なるかについて概観 してみよう。ま

ず、韓国語における被動文は日本語と比べて、多様な形態で表わされるのが

特徴である。韓国語の被動文を分類する場合は、形態的な特徴が基準になる

ことが多い。 日本語の受身文は動詞の語幹に接尾辞 「れる 。られる」付加 し
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て生産的に作られる。一方、韓国語においては一般的に被動文として認めら

れる形態は0、 次の 3つである。本稿ではそれぞれ i類被動文、�類被動文、

�類被動文と呼ぶ。

i類被動文
― 被動の接尾辞「。1(i),司 (hi),「 」(ri),ア 1(gi)」 の接続に

よる被動文

�類被動文
― 被動の補助動詞「。卜/。14■」(a/eo jida)の接続による

被動文

�類被動文
― 被動の意味を表わす「ヨ■」(doeda)、 「せ■」(badda)、

「け■4」 (danghada)の 接続による被動文

i類被動文は成立する動詞に制約が多く、韓国語の固有語動詞の中で接尾

辞が接続できる動詞は限られてお り、さらに被動の場合だけではなく使役と

自動詞 とも重なつているため、場合によっては文脈の構造、文脈 とのかかわ

りによって判断するしかないという問題点も存在する。 i類被動文が成立し

ない固有語動詞は助動詞 「。}/q月■」 (a/eo jida)に よって被動の意味

が表され、漢語動詞の場合は被動の意味を表す動詞「ヨ嗜」(doeda)、 「せ斗」

(badda)、 晴 ■■」(danghada)に よつて被動文を作ることができる。

本稿の研究対象は、先述の�類被動文に当たるもので、その中でも「ヨ■」

(doeda)に よる被動文のみである。ところで、「ヨ嗜」(dOeda)被動文を作る

方法は、日本語の場合とよく似ている。「漢語+■4(hada)(する)」 が他動

詞の場合には以下のように被動文が作られる。

漢語+■嗜 (hada)→漢語+ヨ ■ (doeda)

ただし、「ヨ■」(doeda)は 、他動詞「漢語+■■ (hada)」 を被動文にす

るだけでなく、自動詞の形態と重なる場合がある(4)。 また全ての漢語動詞が

該当するのではなく、日本語の「注意される」「尊敬される」「歓迎される」
「訓練される」等は韓国語では「ヨ嗜」(doeda)よ る被動文を作ることができ

ない。これらは韓国語では注意、尊敬、歓迎、訓練+せ■ (badda)(受 ける)

による被動文になる。
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(1)夕 景色が顔の表を通るかのように壁堂され生   (雪国)

パЧ 手ぞ。1魁詈q工嘔書 月嗜フ}ヒ 項月瑠ユヨ:」」しL(電■)

「ヨ鍼嗜」は「■■」の過去形である。

(2)田 淵さんは料理雑誌の編集者だけに、いろんなレス トランを知ってい

て、どこへ行っても重理堕重堕塾_望望型塾主■堕L送妻よ、安らかに)

■早司 列暑 ■■番月9 毬■4剋 せ詈 q■ 司▲三著
=せ

ユ

蚊ユ,q■ 暑 フ}嗜 量望塁壁三塁_査量金上LL(4嘲 q,■せ司)

「せ讐」は「せ嗜」の連体形である。

(3)それまでの私はといえば、吃りであることを無握されることは、それ

がそのまま、私という存在を抹殺されることだ、と奇妙に信じ込んで

いたのだから。 (金閣寺)

ス}型 ュ嘲4月 叫ヒ せ 」詈七■七 人}d書 』塾生土ュ三 項eu}ニ

嘲 モ川暑 ユ量.豊三瞳ュ 項嘔斗ニ ユ■刻 書社■ユ 蚊鍼4・

(詈今人})

「嗜■讐」は「オ■叫」の連体形である。

(1)(2)(3)はそれぞれ韓国語の「ヨ■」(doeda)、 「せ■」(badda)、 「ォ辞嗜」

(danghada)に よる被動文に訳されている。このように、日本語の場合は「漢

語+される」形で受身形式を表わすのに対して、韓国語の場合は同じ漢語動

詞の受身文なのに二つの形式をもって受身形式を表わしている。

3.「ヨ嗜」(おeda)の意味と用法

本研究の主な目的は、「ヨ嗜」被動文と対応する漠語動詞の意味的特性と性

質を考察することによつて、受身文の統語的・意味的特徴を把握することで

ある。そのためには、「ヨ嗜」が本動詞として使われる場合と補助動詞として

使われる場合の違いを明確に把握する必要がある。

3.1「ヨ■」(“oぬ)本動詞の意味と用法

「ヨ嗜」(doeda)が 本動詞として用いられる例を見ることにする。

(4)ユヒユキア}ヨ型匹L(5)
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彼は教授に上2た lL(「ヨ銀■」は「ヨ■」の過去形である)

例 (4)の ように「ヨ叫」が本動詞として用いられる場合、「なる」「できる」

「変わる」などの意味を有するが、中心的な意味は「なる」であり、状態変化

を表す。つまり(4)は、彼は教授ではない状態から教授である状態に変わった

ということを意味する文である。(4)の 文中には「教授ではない状態」を示す

成分は明示されていないが、それは文の解釈の上で必ずしも必要としないか

らであろう。一方、

(5)ユヒ ニ二十到劉 ユキフ}ヨ」壁L
彼は助教授から教授に生2たL(「■銀嗜」は「ヨ■」の過去形で

ある」

(5)の ように、「教授ではない状態」を文中に明示する場合は、状態変化の

出来事がより具体的になつてくる。

(6)番せ子口1フ}_」』LL
出発の準備ができたL.

(7)子早フトを 皇」=
勉強がうまくい≦

`L
(6)(7)文 はある事柄ができるような状態であるいう意味を表わす。この場

合は、主体の状態変化ではなく、ある事柄が成立するか否かを表している。

通常「ヨ斗」前に「沓 (よ く、無事に)」 と「せ (否定を表す副詞)」 が修飾

成分として対応する。以上の考察から、「ヨ斗」(doeda)が本動詞として使わ

れる場合、事態の状態変化と成立状態を表す特徴をもつていると言える。

3.2「ヨ■」(おeda)の補助動詞としての意味と用法

(8)彼は教授に廷金された二

ユ暑 ユキ到 望」」1塗壺L
補助動詞の「ヨ嗜」は、本動詞の「なる」の意味を受け続いており、事態

の状態変化を表わす。この「ヨ嗜」は動作性の漢語名詞に付加されて、状態

変化という意味的特徴をもつている点においては(4)と 同じであるが、その変

化の実現する過程を言語化するか否かにおいては、(8)と (4)の間には次のよ
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うな違いが見られる。一つは、(4)における変化は主体における変化で、その

変化を表わす成分が反映されるが、(8)における変化は主体の変化ではなく、

ある事柄の変化であり、さらにその変化の結果を表わす成分が漢語述語動詞

によつて反映されている。二つ目は、(4)の 「ヨ嗜」の先行する主格成分の格

助詞「フ}」 が省略できないことである。理由は主格成分と述語動詞は格助詞

「フ}」 によつて主述関係で結ばれているからである。二つ目は、本動詞と補助

動詞を区別するための要因になるのは対応する能動文への転換が可能かどう

かということである。 (8)の 能動文は、「(皆が)彼を教授に任命した。」であ

り、(4)の ように本動詞の場合は、こういったことは不可能である。本研究で

取り上げている例丈は、「■■」が補助動詞として使われる場合に限られてい

る。

4.文学作品に見られる対応状況

本稿では、前述の先行研究を踏まえ、日本語の支学作品における漢語動詞

の受身文が韓国語ではどのように訳されるのかを調べてみた。その中で、韓

国語の「ヨ■」被動文に訳される実例を中心に取り上げ、意味的特徴と漢語

動詞の性質に視点を当てて日本語の受身文はどういう意味的特性をもち、い

かなる漠語動詞と結びつくのかを分析することにする。

4。 1「■■」被動丈の意味的特徴

(9)私は早春の凛列な大気に鼓狂されて、・・ 。(金閣寺)

嗜ヒ 。
lモ≡やませ 41(当 。1魃 う尋せ 嘲フl。1 重聖三走受ヨf」 _・

・・ (詈今スト)

「ヨOl」 は「ヨ■」の連用形である。

(10)つまりあまりにも相手が若くて美しいんで、(私は)それに圧倒.さ

と主主2二・・。(ノ ルウェイの森)

君号 付嘲朴 」早 」■■ユ 可聖」外,冽 フ1。1 ■望 l l]旦

冽到ユ…。 (せ電qバ 嘲)

「嘲 」せ」は「ヨ■」を用いた 「されちゃって」の意味に当たる。

(9)(10)は、何れも韓国語では「ヨ嗜」被動文に訳されており、主語は「私」
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で ((10)の 「私」は筆者が書き加えたものである)有情物受身文で、動作主

の行為によつてある事柄が変わったことを表わしている。つまり「鼓舞され

る/ユ早」嗜…」「圧倒される/せニヨ■」という行為は、動作主である「大

気」「それに一相手の若さ」によつて、被作主である「私」がそれぞれ「鼓舞

される」「圧倒される」という状態に変わってしまったと言える。ただしt「私」

が「鼓舞されて」「圧倒されて」しまうのは、特定の個人として現れる動作主

ではなく、ここではむしろ動作主というより「原因」に過ぎないと言える。

このように、動作主が具体的でないだけに、このような文の表現の特徴は主

語の状態変化として捉えられる。

(11)逆 に年齢を超越した若々しさのようなものがしわによつて菫董L主

塑二いた。 (ノ ルウェイの森)

ユ司」 ユ せ嘲三 叫。1暑 二週せ d=沓 e択 。1ュ 子暑。1

9司 ヨ:重壁主ュ 銀銀叫。 (せ型ヨ 村嘲)

「ヨユ」は「ヨ■」の連用形で、主に現在連用形の動作を表す場合使われ

る。

(12)手紙は直子の実家から「ここ」に盤送されて豊L (ノ ルウェイ

の森)

理月七 ■■ユq 瑠。1村 「。1異」ユ三 社各コ旦」避主 (せ赳q

村朝)

「ヨユ」は「ヨ■」の連用形である。

(11)(12)は、主語にたつ「若々しさ」「手紙」は非情物で、非情物受身文の

場合も日本語の受身文に「ヨ■」被動文が対応することが分かる。「しわ」「実

家」によつて被動作主である「若々しさ」「手紙」に「強調される」「転送さ

れる」という状態の変化が生じたことにおいては、(9)(lo)の 場合と変わりが

ないと思われるが、ここで(9)(10)も 含めて事態の状態変化における動作主、

原因の関与は認めるべきであろう。

まとめてみると、「ヨ■」被動文は主語が有情物の場合にも非情物の場合に

も対応することが分かる。(9)(10)の 「私」が「鼓舞する」から「鼓舞される」

という事柄や、(12)の 「手紙」が「転送する」から「転送される」という事
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態の状態変化に動作主、原因の関与は認められることになるが.意味的綸薇

として何の利害関係はなく、ただ事態の状態変化を客観的に・ 中立的な立場

で叙述するだけである。一方、これらの漢語動詞の特徴は相手に働きかける

動作・行為ではなく、主に心理・精神活動に関わる動詞であり、さらにその

動作・行為には被動作主の意思表示を必要としないので、実際に被る影響は

比較的少ないということになる。つまり、具体的な物理的行為を伴なわず、

実際それに伴なう影,も少ない心理・精神活動に関する受身表現の場合は、

動作主が具体的であつてもそうではなくても「ヨ■」被動文と対応すると思

われる。

ところで、「■■」被動文の意味的特徴は以上に述べた通りであるが、さら

にその意味を的確に把握するためには、日本語の「する」文に対応する「ヨ■」

文にも注目すべきであると考えられる。韓国語ではある種の漢語動詞は、前

述の「■■」と同一の形態で日本語の「する」に対応する場合がある。

(13)a.ごみで川が蓋聖したヽ

b.ごみで,||が童空豊LL=
■■アlユ を。l望」E愴LL

(14)a.集会が盤麓したL
b.集会が盤麓豊れとL

摺コオ」生」望工L
(13)aと b(14)aと いは同じ文脈で,れ、意味的な差はほとんど見せず、

両方とも韓国語の「ユgヨ螢■」「■せヨ餞■」で対応している。このようIこ 、

日本語の「する」と「される」が同時に成立する場合用いられる漢語動詞の

特徴を見ると、ます自他両性をもつており、その自動詞による表現は事態の

状態変化を表すものである。このような条件を満たした嬌合、「漢語十する」

と「漢語+される」は類似した表男となり、ともに韓国語では「漢語+ヨ ■」

表現となる。

以上 「ヨ■」の本動詞として使われる場合と補助動詞として使われる場合

及び「漢薦+する」「漢語+される」に同時に対応する場合について考察した

が、漢語動コの意味を明確に把握しないと状態動詞と被動文との混同を招き
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かねないのである。したがつて再論になるが、もう一度強調しておきたいの

は、本研究の立場は「ヨ嗜」が補助動詞として使われ、しかも文脈上の意味

から被動文として認められる場合のみに限って、本研究の対象として取り上

げるとことにする。

4.2 漢語動詞の性質の特徴

前節では、先行研究を踏まえ日本語の漢語動詞の受身文が韓国語の「ヨ嗜」

被動文に対応する場合意味的特徴に注目して、日本語の受身文はどういう意

味的特性をもつているかについて考察した。本節では漢語動詞の性質の特徴

に焦点をあてて、いかなる漢語動詞と結びつくのかを分析することにする。

表 被動文の分類別漢語動詞の使用状況

ヨ■被動文 せ斗被動文 せ■■被動文
1整頓される
2計算される
3整理される
4修理される
5局限される
6細分される
7管理される
8統括される
9解体される
10投下される
11増築される
12印刷 される
13完成される
14編 曲される
15達成される
16浮彫される
17濾過される
18構築される
19造形される
20発見される
21浄化される
22拡張される
23追加 される
24軽減される
25錯覚される

(ノ )

(ノ )

(ノ )

(金 )

(金 )

(金 )

(金 )

(金 )

(ノ )

(ノ )

(ノ )

(ノ )

(ノ )

(ノ )

(ノ )

(金 )

(金 )

(金 )

(金 )

(金、妻 )

(キ )

(ノ )

(ノ )

(金 )

(雪 )

歓迎される

紹介される

教育される

訓練される
理解される
委託される

(妻 )

(キ )

(キ )

(ノ )

(キ、金)

(金 )

搾取される (ノ )

監禁される (ノ )

銃殺される (ノ )

無視される (金 )

誘導される (金 )

所有される (金 )

侮蔑される (金 )

抹殺される (金 )
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26圧倒 される (ノ )

27看過 される (金 )

28証明される (金 )

29陶冶される (金 )

30抱擁 される (金 )

31約束される (金 )

32賦与される (金 )

33鼓舞される (金 )

34触発される (金 )

35検挙される (金 )

36釈放される (金 )

37指定される (金 )

38運営される
39放置される

40強調される
41許可される
42維持 される

43保存される

44解放される

45処分される

46閉鎖される

47中断される

48遮断される

49公開される

50再開される
51転送されら

52委託 される

ノ

金 )

金 )

金 )

金 )

ノ)

ノ)

金 )

(ノ )は 「ノルウェイの森」、(金)は「金閣寺」、(妻)は 「妻よ、安らかに」(雪)は
「雪国」を指す。

まず、それぞれ「ヨ嗜」(doeda)「 せ■」(badda)「 オ■■」(danghada)被

動文に訳された漢語動詞の受身動詞をまとめると上記の表のようになる。表

から分かるように、「ヨ嗜」(doeda)被動文の割合が圧倒的に多い傾向がある。

すでに指摘したように、「■■」(doeda)の複雑さが原因で、特に韓国人の日

本語学習者は韓国語の「漢語+ヨ ■」形を安易に日本語の「漠語+される」

形に置き換える可能性があり、漢語動詞受身文の誤用に繋がる恐れがある。

したがって、本稿では表の結果にとどまらず、さらに日本語のどのような漢

語動詞の受身文が韓国語のヨ嗜 (doeda)被動文として表されているのかを分
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析することにする。これはたいへん興味深いことで、韓国人学習者における

日本語の受身文の習得ばかりではなく、日本における韓国語の教育現場でも

役立つものと期待される。

それでは以下のように、韓国語の「ヨ■」(dOeda)被動文と対応する際の、

日本語の受身文における漢語動詞の特徴を、a～ fの六つの種類に分けて考

察することにする。

a.1～ 9の動詞が用いられている受身文が 9例使われていた。これらの動

詞にはある事態をまとめるか、ないしは分けるという意味合いが含まれ

ている。

(15)机の上はきちんと整理され、その前の壁にはスヌーピーのカレン

ダーがかかつていた。 (ノ ルウェイの森)

■を9モ 列責。1 ユ」」」_銀銀ユ,ユ 曾q Ч剋 ▲¥■フ}

ユ■4嗜司。ld酬 戴銀■.   (恐 dq村 ■)

「ヨ。
l」 は「ヨ■」の連用形である。

(16)たまさかの失火はあっても、火は寸断され、細分さ.れ、竺理豊墨

.登にいたった。 (金閣寺)

°l列 嗜アト型尋斗讐ズ°1 銀°l二 暑♀ 晋 冽獄ユ 」瞳塾主■」.

せ」」塁IL(詈牛 })

「ヨ。1村」は「■■」の連用形である。

(17)高 邁な哲学に痙五され二 それに服するにいたるのである。

(金閣寺)

ユ嘲せ ■■到 塁■」咀 イア1到  詈暑ヤ 1到  01三戴■.

(詈4人 })

「■。
l」 は「ヨ嗜」の連用形である。

(16)の 「寸断される」に対して、「モせヨ嗜」を用いてヨ■ (doeda)被動

文で対応することが可能であるが、本文では自動詞の「冽月■」(消える)で

対応している。この場合韓国語においては、「火が消える」という表現がより

自然的であると考えられる。ただし、対象が「道」「棒」など実物の場合は韓
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国語でも「道が寸断される」「棒が寸断される」のように、「型。l書引 嗜」

「号号。1外 モせヨ■」と言える。

b.10～21の動嗣が用いられている受身文が12例使われていた。これらの動

詞は、その動作によつて、新しいもの・事柄が作られるという意味あいを

もつている。

(13)直子の肉体はあまりにも美しく完虚豊ユェいた。 (′ ルクェイの

の

■
'ヱ

°l■■ヒ Ч早■二 斗
=悧 ユニヨ」 跛。l■ .(を摺°

1

バ■)

「ヨ01」 は「ヨ■」の運用形である。

(19)夜明けの■の中でなにもかもがこんなに曇 二見えることを

私は最近知った。 (キッチン)

川Чq千三
=キ

。1月 ヒ ユ喜 ヨ。l ol守オ 抑 二9■ヒ

■
=■

薔 ヨ
=。

1管0■. (ノ l担 )

rコ●」は『■■」の適用形である。

(20)みんなの幸福が豊崖豊菫こ ということは原理的にありえないこと

ですからね。  (ノ ルウェイの森)

ュ
= 

■せol ●書ol :菫」」生
= 

赳e ■口■ュニ 以
= +

餞ユЧオn (■49バ 嘲)

'ヨ

ヒ」は rヨ■」の連体形である。

この種類の漢語動詞による受身文は、動作主は省略される場合が多く、被

動作主は非情物が多い。

c.22～24の動詞が用いられている受身文が 3例のみ使われていた。これら

の動詞は上下、前後、増減など方向性の意味合いをもっている。

(21)月 光の角度のせいで、彼女の唇の影が拡張されていた。 (ノ ルウ

ェイの森)

せ哄q4二 費ユニ 増舎qュ望朴フ}

村嘲)

- 139-

■空ユ」 蛾銀4. (せ型ヨ



「ヨモ」は「ヨ■」の連体形で、「ヨ。1叙銀嗜」は「されていた」に当たる。

(22)しかし、前夜になって、お供としてもう一人の新入りの徒弟が追

塑塾量L、 私のその日にかけた望みはすでに半ば徒になった。

(金閣寺 )

ュ社せ 嗜01州 二 詈01♀ 二 せ 人澪ロ ニ刻フ}壺盪ユユ ■1オ

4銀嘔 フ1嘲 ヒ  せ晉 +ユニ  詈。レ}嘲 ロユ  せ蛾■.

(詈今ス})

「ヨ。
1」 は 「■■」の連用形である。

(23)認識は生の耐えがたさがそのまま人間の武器になったものだが、

それで以て耐えがたいは少しも軽減査L上量。 (金閣寺)

剋料書 」ヨ 哺司
=。

1ユ嘲二 剋を■ 早フ|二 ■。l嘲 量 裂剋ヨ|,

ユ裂ユニ月 d」 フ| 。1■書 せ暑。1 こ詈二 Z議饉ヨ.■量

豊生。(三}今ス})

「ヨパ七 錯。卜」は「ヨ■」による「されない」の表現にあたる。

この種類の動詞によって作られた受身文の場合は、主語はほとんどが非情

物であり、述語動詞は働きかけ性が弱い自動詞に近い特徴をもつてお り、動

作主は現われにくいといえる。

d .25～ 44の動コが用いられている受身文が20例 も使われていて、圧倒的に

多かった。これらの動詞は、ほとんどが動作・行為に対して意志表示を求

められない。一方、働理的な行為を伴なわず、人間の知的、1感性的、感情

的な働きを表わすか、ないしは人間の内的、心理的現象など精神活動に関

わる特徴をもつている。

(24)景色が顔の表を通るかのように鐘■壼れ≦、見極める時がつかめ

ないのだった。 (雪国)

手を。l 督言ロ エ電書 月■ォヒ 裂月ヨ ■■」」21ユ瑣
=

■剋せ
=。

lモす■月 鑑ヒ ヨq餞■.(電■)

「ヨ●4」 は rヨ 4」 の運用形で、理由を表す。
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(25)君のはいつも盤放されてるみたいに見えるけどね。 (ノ ルウェイ

の森)

」。卜普』」」.2L蚊七 覆刻電ユ。1セ可。 (を担q村嘲)

(26)私は自分の出奔が老師のこの言葉に」豊整.二れ、衝動によつて行な

われたと考える方を好む。 (金閣寺)

ュd可二 嗜与 癖dq書 暑01二人}q01せ 口}■ 01豊理三L生

そ
=o1 9司

月 可司d択ュニ せ詈ュ d銀嗜。 (詈 4人 })

「ヨユ」は「ヨ■」の連用形である。

e.45～49の動詞が用いられている受身文が 5例使われていた。これらの動

詞は一時的な中断 。再開などの意味をもつている。

(27)ス トが盤除.さ れ機動隊の占領下で講義が再開さ.れ ると、いちばん

最初に出席してきたのはス トを指導した立場にある連中だった。

(ノ ルウェイの森)

号嗜 キ■。1ユ塾主聖 ア1子嘲9■ ■■到劉 をヨフ}」」三墜ヒ

咀 嘔バ 詈州■ ■■詈♀ 号咽 キ■各 社子,千二製嘔

珊冽■鍼4. (せdq ttEl)

「ユ」は用言の語幹につき、2つ以上の事柄を並列する時使われる。「ヨユ」

は「ヨ■」の連用形で、「ヨ朴」は「されると」に対応する。

(28)歴史はそこで生断豊ユ、未来へ向かっても過去へ向かっても、何

一つ語りかけない顔。 (金閣寺)

q人}ヒ 冽フ1月 :孟±■■ノ1嘲 暑 嗜司月二 斗冽暑 警到月二

増(≧ 嘲バ eょti嘔 1].(1]Zキ入})

「ヨユ」は「ヨ嗜」の連用形である。

(29)人 生の意味から遮断_奎ヱ塑L隔離病室のようなものであつた。

(金閣寺)

剋咽q ヨロ1斗■ 生旦ユ」型 4■ ■型斗 を♀ 覆。l銀■.

(詈今人})

「ヨq社」は「ヨ■」の過去連体形である。
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f.50～ 51の動詞が用いられている受身文が 2例だけ使われているが、これ

らの動詞は、ある動作を指定の対象として所有の移動を表わす特徴をもっ

ている。

(30)そ れは人間精神の中で認識に委証豊ユ L残 りの部分、剰余の部分

の幻影なんだ。 (金 閣寺)

ユ項書 剋を ■d子到劉 嘔4。1:鐘量旦 嗜可パ 早暑ヨ

■■咀 冽0卜. (詈 4人})

「せ」は「ヨ嗜」の過去連体形である。

(31)手紙は直子の実家からここにすぐ盤i墾れ二室と二 (ノ ルウェイ

の森)

毬パヒ ■■ユq」 。1月 。1夭ユニ ulニ 朴 キヨ 。l斗■ . (せ型q

村■)

「」。1鍛叫」は「ヨ■」による「されてきた」表現に当たる。

例 (30)(31)の受身文はそれぞれ (30)′ (31)′ のように、「xは (が)yに zを

する」という三項の格成分をとる述語動詞をもつ能動文と対応する。

(30)′ 人間精神 (の中)は認識二それ豊委託した。

(31)′ 直子の実家がここ二手紙を転送してきた。

このように、(30)(31)は「移動の対象」である「それ」「手紙」を主語に立

てている受身文で、動作主は「～から」「～に」でマーカーされる特徴がある。

以上のように、韓国語の「ヨ■」(dOeda)被動丈と対応する際の、日本語

の受身文における漢語動詞の語彙的特徴について考察した。ところで、表か

らみると、使用頻度は「ヨ嗜」(doeda)被動文より少ないが、日本語の漢語

動詞の受身文は「せ■」(badda)被 動文と「嗜■■」(danghada)被 動文と対

応する場合がある。本研究の対象は主に「ヨ嗜」(dOeda)被動文であるが、
「ヨ嗜」(doeda)被動文の特徴をより的確に把握するため、ここで副次的に
「せ■」(badda)被動文と「せ■叫」(danghada)被 動文について簡単に触れ

ることにする。
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4.3 『■■1(“
“

8)技●文

(32)「 えり子さんに量菫豊れととらと。」雄―は実って言う。(キ ッチ

ン )

「°1■ ヨ 4■■ ユ■月 ユ豊型ヨとLヨ ♀q月オ 実0■

嗜■■.(オ■)

『せ艤オ尋』は「せ■」の「過去形+からな」に当たる表環である。

(2)(32)は 「■■」(badda)被動文である。これらの例文を見ると、主

語が有情働で、主語が動作主の行為・影●を直接受けるという関係の中で主

語と動作主との利害関係を表している。また、(2)の「欽迎される」のように

主語にとつて好ましい「受査」の■合と (32)「教育される」のように主語に

とって好ましくない「接害」の場合に関わらず使われる.

4.4 「嗜■■」 (da“hada)被動丈

(33)私 きっとおにぎりに梅干しか入れなかったっていう理由で範殺さ

L五土立上2L(ノ ルウェイの森)

せ 詈望餞。1子■せ。1可」 を。}月 十。1■月 錯餓嗜ヒ 。1♀ユ

i量豊:」」士±z回塵L(せ dqバ 嘲)

「嗜司 嘲嘔冽可ユ」は 晴 ■■」による「されちやうもの」に当たる表

現である。

(3)(33)は 「嗜■■」(danghada)に よる被動文で、何れも主語に立つ

ものは有情物である。前述の「せ■」被動文は主語が動作主の行為・影響

を直接受けるという関係の中で、その利害関係が主語にとつて好ましいか

ないしは好ましくないかという意味あいを表すが、特に主語の意思に反し

ていないと言える。それに対し、「オ■■」被動文は、動作主の行為の結果

は主語の意思に反するものであることを表わし、被害の意味を表す漢語名

詞が先行することが分かる。
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5。  :おわりに

以上、日本語の文学作品を対象とし、日本語の漠語動詞の受身文が韓国語

の「ヨ■」(doeda)被動文に訳される場合、その意味的な特徴と動詞の制約

を中心として考察を行ってきた。考察から主語が有情物の場合と非情物の場

合に関わらず対応するが、利害関係はなく、ある事柄の状態変化を客観的に。

中立的に表現する場合韓国語の「ヨ■」(doeda)被動文と対応する頻度が高

い傾向を示している。また、主に物理的な行為を伴なわず、人間の知的、感

性的な表現ないしは内的、心理的な現象など精神活動に関わる場合 「■■」

(doeda)被動文が多用されていることが分かった。今後は「せ■」(badda)

被動文と「■■■」(danghada)被 動文との言い換えと使い分けを含めて、デ

ータをさらに充実させて考察することを課題にしていきたい。

注

(1)ハ ングルのローマ字表記は、2000年 7月 に韓国教育部及び文化韓国部によつて改訂され

た「ハングルローマ字表記表」によるものである。

(2)「 被動」は韓国語の受動の意味を表すもので、「被動文」という用語は、韓国語におけ

る受身文を指すものである。本稿では日本語と韓国語の受身文をともに指す場合は、「両

言語の受身文」と呼ぶことにする。

(3)韓国語の被動文において、3つの形態をともに被動文として認める学者と、接尾辞によ

る被動文の形態のみを被動文として認める学者に分けている。本格では 3つの形態をと

もに認めて考察の対象とする。

(4)♀ e司 (1977)を参照されたい。

(5)作品名が書かれていない例文は作例である。
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